
 
 
 
 
 

勘 かん
助
地
蔵

す

け

じ

ぞ

う

の
由
来 

 
 

江
戸
時
代
、
徳
川
吉
宗
将
軍
の
頃
大
飢
饉
あ
り
。
西
日
本
一
帯
に
「
ウ
ン
カ
」
の
被
害

甚
だ
し
く
不
作
、
餓
死
者
続
出
。
当
時
、
三
田
に
勘
助
と
い
う
人
あ
り
。
世
状
を
憂
い
て

義
賊
と
な
り
衣
食
に
苦
し
む
農
民
に
金
品
を
分
け
与
え
た
。
機
敏
な
動
作
と
俊
足
で
あ
る

こ
と
評
判
と
な
り
後
世
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
晩
年
足
腰
の
病
に
冒
さ
れ
歩
行
不
可
能
と

な
り
床
に
伏
す
日
が
続
い
た
が
、
就
寝
中
響
き
わ
た
る
地
蔵
の
声
あ
り
「
わ
れ
は
今
裏
山

の
土
中
に
埋
も
れ
し
ま
ま
の
地
蔵
な
り
。
直
ち
に
掘
り
起
こ
し
祀
れ
ば
汝
の
病
を
直
さ

ん
」
と
夢
告
あ
り
。
勘
助
、
人
を
介
し
裏
山
を
た
ず
ね
小
野
原
地
蔵
谷
に
あ
っ
た
地
蔵
を

発
掘
、
盛
大
な
法
要
を
営
み
供
養
す
る
と
、
た
ち
ま
ち
足
腰
の
病
が
癒
え
る
。
勘
助
大
い

に
喜
び
田
楽
を
つ
く
り
奉
納
し
地
元
の
人
に
も
ふ
る
ま
う
。
そ
の
後
勘
助
は
各
地
の
寺
社

を
参
詣
し
浄
財
を
喜
捨
し
余
生
を
幸
せ
に
お
く
っ
た
。
そ
の
後
こ
の
地
蔵
は
明
治
末
期
頃

迄
地
元
の
人
々
に
「
足
腰
の
病
を
除
い
て
い
た
だ
け
る
地
蔵
様
、
疣
（
い
ぼ
）
を
と
っ
て

い
た
だ
け
る
地
蔵
様
」
と
し
て
大
い
に
信
仰
さ
れ
縁
日
の
二
十
四
日
に
は
長
蛇
の
列
が
続

い
た
と
い
う
。
昭
和
に
な
り
和
田
寺
に
移
し
現
在
に
至
る
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一
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一
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十
三
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大
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菊
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再
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一
九
八
二
年 

昭
和
五
十
七
年
四
月
八
日 
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